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事例分析・2026年9月

3業種における無効なクリックのコスト

Eコマースストア、地域密着型サービス業、B2Bリード獲得チームが、購入に至らないクリックにいくら支払っているか — そし
て、そのうちどれだけを取り戻せるか。 数値はECBの2026年9月25日時点の参考レート(1 EUR = 1.1403 USD, 179.7 JPY)で
USDからJPYに換算しています。
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01・基礎知識 $aveMyBudget

無効なクリックとは何か?
Google自身の定義:広告に対して、その内容に本当に関心を持つ人物以外から発生したクリック。本来支払う必要の
ないクリックです。[1][2]

自動的なもの

ボット、クローラー、クリックファーム、そ

して大規模に広告をクリックする「不正なソ
フトウェア」。自動化されたトラフィックは

2024年に初めて人間のトラフィックを上回
りました:全Webトラフィックの51%、うち
37%が悪意あるボットによるものです。[1][3]

意図的なもの

相手のコストを吊り上げるためのクリック —
競合他社が1日の予算を使い切らせるためにク
リックしたり、パブリッシャーが自サイトの

広告を自らクリックして収益を得たりする
ケースです。Googleはどちらも無効なク
リックとしています。[1][2]

偶発的なもの

ダブルクリック、モバイル広告面での誤タッ
プ、広告配置の悪さによるクリック。意図も
購入もなく、すり抜ければそれでも課金され

ます。[1]

Googleの対応方法

Googleは課金前に200以上のフィルター(リアルタイムおよび事後)で無効なトラフィックの大半を自動的に除外し、さらに見つかった分については後日
の請求に「無効なアクティビティ」のクレジットを追加します。[2][4] Googleのシステムが無効と判定しなかったものは通常のクリックとして課金され
ます — このデッキが測定しているのはそのギャップです。広告主は最大60日前までのクリックについて手動での調査を依頼できます。[2][5]

無効なクリック ≠「悪いリード」。コンバージョンに至らなくても、本物の人物によるクリックは有効なクリックです。無効とは、本当に関心を持つ本物の人物によるものではない、という意味です。 2



02・規模 $aveMyBudget

有料クリックのおよそ12件に1件が無効

8.5%
2024年8月〜2025年7月、6つの広告プラットフォーム、27億件の有料クリック
における平均無効率(Lunio)[6][7]

11.4%
2026年2月までの6か月間、43,701アカウント・1億400万クリックにおける
Google Ads上の平均無効率(Fraud Blocker) — 2010年の5.9%から上昇 [8][9]

世界全体の損失額 — 算出方法により推計値は異なる

Spider AF、2024年実績 ￥5.94兆

Lunio、2025年実績 ￥9.93兆

Juniper、2023年 ￥13.2兆

Juniper、2028年予測 ￥27.1兆

Juniper:2023年の世界デジタル広告費￥60.2兆のうち22%が失われた。[10][11][12][6]

プラットフォーム別の有料クリック無効率、2025年 [6][13]

Google検索 5.2%

Google(全チャネル) 7.6%

Meta 8.2%

マイクロソフト / Bing 10.3%

Googleディスプレイ 12.0%

X / Twitter 12.8%

LinkedIn 19.9%

TikTok 24.2%

既にフィルター済みの大企業向け購入を計測する独立検証機関は、より低い数値を報告しています
(IAS 1.1%、DoubleVerify 0.5% [14][15]);業界団体TAGはフィルター前のディスプレイ/動画IVTを
9.96%としています [16]。本資料で扱う中小企業(SMB)の検索広告にとって参考になるのは上記の数
値です。クリック詐欺対策ベンダーはいずれも商業的な利害を持つため、可能な限り一致する2社の数
値を引用しています。

単一ベンダー(Lunio)によるプラットフォーム別内訳。Fraud BlockerのGoogle限定データ:検索11.2%、ショッピング7.9%、PMax 12.1%、ディスプレイ35.5% [8] 3



03・ギャップ $aveMyBudget

Googleがクレジットする額と独立ツールが検出する額の差
同一アカウント、同一クリック、同一四半期。Googleのフィルターが大半を処理し、残りは通常のクリックとして課金されます。
[8][17][18][19]

業種(米国GOOGLE ADS、注記なき限り2026年第1四半
期)

GOOGLE報告の無効率 独立検出の無効率 ギャップ(独立検出との差) サンプル

全業種 10.4% 16.2% 5.8pt 4,800万クリック、2万3千キャンペーン、支出￥66.8億

法的情報 10.9% 14.7% 3.8pt 50以上のアカウント、3万6,600クリック、支出￥5760万

住宅関連サービス(2025年4月〜2026年3月) 8.6% 12.5% 3.9pt 100以上のアカウント、100万件超のクリック、支出約￥1.58
億

金融・保険 5.9% 11.4% 5.5pt 40以上のアカウント、36万5千クリック、支出￥1.58億超

4–6pt
分が、Fraud Blockerの2026年サンプルにおける
ギャップです — 同ツールが無効と判定したものの、
Googleの報告には反映されなかったクリックです。
￥158万/月の支出であれば、月￥63,000 ～ ￥94,600
に相当します。[17][18][19]

+9.5%
件の追加の無効なクリックが、Lunioの顧客基盤全体で
Googleのフィルターに加えてブロックされ、支出の約
6.4%を節約しています。[20]

<0.02%
のクリックが、広告主からの報告を受けて事後的にクレ
ジットされました(2007年のGoogleの発表による)。
Googleは現在、無効なクリックやクレジットの総数を
公表しておらず、Ads Safety Reportsにも含まれてい
ません。[21][22]

表の出典:Fraud Blockerの業種別レポート、2026年 — 商業的な利害を持つベンダーですが、この方向性(独立検出 > Google報告)は私たちが確認したすべてのデータセットで一致しています。 4



04・事例1 — Eコマース $aveMyBudget

D2C Shopifyストア、Google検索+ショッピングに月￥2,360,000

小売業界のデータが示すこと

Googleショッピングのクリック:2026年第2四半期の無効率は7.5%(Lunio、小売ク
リック4億1400万件)、7.9%(Fraud Blocker) — 2社のベンダーがほぼ同じ数値です。
[23][8]

ショッピングの無効率は2025年第4四半期(4.2%)から2026年第2四半期(7.5%)にかけて
+80%上昇。AI Maxキャンペーンは標準の検索広告より72%多い無効なトラフィックを
含みます。[23][24]

小売業界全体では6.0%(Lunio、2025年)から18.3%(Fraud Blocker調べの顧客データ)
まで幅があります。[6][9]

検索CPC中央値:ショッピング/ギフト￥652、アパレル・ジュエリー
￥700(WordStream 2026年)。[25]

ブラックフライデーのサイト訪問のうち35.7%がボットまたは偽ユーザーによるものでし
た(CHEQ、2021年 — サイト訪問全体であり、有料クリックのみではありません)。[26]

公開されている事例

Sparkles.io(D2Cのパーソナライズ商品、年間検索広告費100万ユーロ超):四半期で
66,000件の無効なクリック;2022年の節約額は38万2千ユーロ≈ ￥6860万、2023年
は54万8千ユーロ≈ ￥9830万。[27]

Take Some Risk(Eコマース代理店):トラフィックの40%がクリーンになり、
￥4,730,000/月を節約。[28]

Motogolf.com(オンラインゴルフ用品小売店):競合他社が手動で1日の予算を使い切らせ
ていたとされ、訴訟では￥788,000超の被害が主張されました。[29]

例示モデル — 独自の前提条件、出典のある比率

月間支出(検索+ショッピング) ￥2,360,000

無効率(小売の検索3.1%とショッピング7.5〜7.9%の間、7%)
[23][8]

7.0%

月間の無効なクリック(総額、Google自身のクレジット適用前) ￥165,000

年間換算 ￥1,990,000

Google自身のフィルターは独立ツールが検出する額の約50〜
75%をクレジットする傾向 [17][18][19] — ここでは60%と仮定

≈ ￥1,180,000

請求されたまま、申請可能な可能性がある額 ≈ ￥804,000/年

D2Cの中央値ROAS3.3倍[30]で有効なクリックに置き換えられれば、￥1,990,000は約￥6,460,000の売
上に相当します。無効なクリックはSmart Biddingのシグナルにも影響を与えており、これはクレジットでは
元に戻りません。[31]

￥7880万
Lunio自身のモデルによると、無効率5%の年商￥15.8億の小売業者は年間約￥78,800,000
を無駄にしています。[23]

EUR→USD:1ユーロ=1.14ドル(2026年9月28日)。ベンダーの「節約額」=ブロックしたクリック数×CPCによる自己申告であり、監査を受けたものではありません。 5



05・事例2 — 地域密着型サービス業 $aveMyBudget

配管業/住宅サービス会社、Google検索に月￥788,000

地域密着型ビジネスで失敗すると高くつく理由

2025〜26年のCPC中央値:配管業￥1,650、HVAC ￥1,530、屋根工事￥1,690、電
気工事￥1,920、弁護士￥1,560、歯科医￥1,260。無効なクリック1件あたりのコス
トは全業種中央値(￥854)の約2倍です。[32][25]

住宅サービス業のアカウント:検出された無効率12.5%に対しGoogle報告は8.6% —
3.9ポイントの課金ギャップ(1クリックあたり約￥23.6)。[18]

法律事務所のアカウント:検出14.7%に対しクレジットは10.9%。[17]

中小企業の52%はマーケティング予算全体が月￥158,000未満 — 午前中に予算を使
い切られれば、その日1日分のリードを失うことになります。[33]

競合クリックは実在しますが、無効なトラフィックのうち少数派です(Lunioの2021
年の内訳で約17%;ボットは38%)。[34]

公開されている事例

Palace Plumbers(英国、従業員12名、月3,000ポンド≈ ￥626,000):疑わしい競
合他社によって毎日午前10時〜正午に予算を使い切られ、発覚するまでに「数千ポ
ンド」(≈ ￥418,000)を失いました。[29]

オーストラリアの廃棄物処理会社:同一のデバイスIDが地域の競合6社中5社の広告を
クリック;6社目も特定されました。[35]

Rothenberg法律事務所:6,195件のクリックをブロックし、トラフィックの31%がク
リーンになり、￥10,700,000を節約。[36]

不動産仲介会社(40以上のサイト):平均約10%が無効、サンアントニオのある担当者
では約40%。[37]

例示モデル — 独自の前提条件、出典のある比率

月間支出 ￥788,000

CPC ￥1,650でのクリック数 [32] ≈ 477

12.5%の無効なクリック数 [18] ≈60/月

月間の無効なクリック(総額、Google自身のクレジット適用前) ￥98,500

年間換算 ￥1,180,000

Google自身のクレジット(8.6%)[18] ≈ ￥813,000

請求されたまま、申請可能な可能性がある額(3.9ポイント分) ≈ ￥369,000/年

Fraud Blocker独自の試算でも同様の結果です:月￥15.8万 → 年間未クレジット額￥73,800、￥78.8万 →
￥369,000、￥158万 → ￥738,000。[18] 配管業のリード獲得単価￥20,300[32]で計算すると、
￥1,180,000は本物のリード約58件分に相当します。

古い業界データ — 取り扱いに注意

ClickCeaseの2019〜20年のSME調査(18億クリック)では、鍵屋53%、配管業46%、害虫駆除
62%が無効とされ、ロックダウン中は競合クリックの割合が81〜88%まで達したと報告されてい
ます。これらの数値は今も「2026年の統計」としてベンダーのブログで使い回されていますが、
実際は6年前のもので、パンデミック時特有の水増しがあります。[38]

GBP→USD:1ポンド=1.32ドル(2026年9月28日)。Google Local Services Adsには、無効なリード向けの別の自動クレジット制度があります [39]。 6



06・事例3 — B2Bリード獲得 $aveMyBudget

予算配分の例として、B2B SaaS事業者がLinkedInとGoogle検索に月￥4,730,000を分けて支
出

B2Bでお金が漏れ出す場所

リード獲得型の広告主は、Eコマースブランドより32%多い無効なトラフィックを受けて
います。[7]

LinkedIn:全業種で19.9%が無効;IT・セキュリティ業界の広告主(2025年第3四半期〜
2026年第1四半期、6,400万クリック)では15.3%で、四半期ごとに上昇傾向。銀行・金
融業では36%。GoogleのIT業界での無効率は3.9%。[13][40][41]

クリック単価はLinkedIn ￥879 ～ ￥1,480(B2B House、Metadata社調べ);公開されて
いるある事例ではGoogle上のB2Bソフトウェア関連キーワードで￥2,050 ～ ￥2,990
という例も。リード獲得単価はLinkedIn ￥31,800、Google ￥82,600(Metadata社、
B2B広告主153社対象)。[43][42][29]

リード獲得フォームの送信のうち25%が無効(Anura);B2Bデモフォームの送信者400万
人のうち14.1%がスパム・不適格として除外されました(Chili Piper)。[44][45]

パフォーマンスマーケターの69%が、有料キャンペーンからの偽のリードを経験していま
す。[46]

公開されている事例

Canto(B2B SaaS、DAM):保護導入前は無効なトラフィックで月￥10,600,000相当を
損失;導入後の最初の2か月で適格パイプラインが￥5520万増加。[47]

REVIEWS.io(B2Bソフトウェア):CPC￥2,050 ～ ￥2,990の最も高額なキーワードで約
9%が無効なクリック;同一デバイスからの競合クリックが繰り返されていました。[29]

匿名のLinkedIn広告主:60日間で偽のリード400件。[48]

例示モデル — 独自の前提条件、出典のある比率

LinkedIn:￥2,360,000 × 無効率15.3% [40] ￥362,000/月

Google検索:￥2,360,000 × 無効率3.9% [40] ￥92,200/月

年間の無効なクリック(総額、プラットフォームのクレジット適用
前)

￥5,450,000

月間フォーム送信約100件のうち25%が偽のリード(上記のCPLで
算出)[44][42]

≈25/月

偽のリードを追う営業の工数(CHEQの試算:担当者1人あたり年間
約￥3,150,000)[49]

￥3,150,000 / 担当者

直接・間接コスト合計、担当者1人あたり ≈ ￥8,600,000/年

Google Ads分(総額で年間約￥1,100,000)のみが、Googleの無効なクリック調査の対象範囲です;LinkedInは独自
のフィルタリングを行っており、無効クリック率は公表していません。[50] B2Bにとってより大きなコストは間接的
なものです:マーケティング責任者の22%が、無効なトラフィックの最も有害な影響として汚染されたCRMデータを
挙げており、B2B営業チームは自社のCRMデータの32%に不備があると見積もっています。[51]

￥4650万
CPC￥1,810の代表的な年商￥7.88億の金融サービス広告主が年間で無駄にしている額 —
ROAS3:1で換算すると≈ ￥1.4億の売上損失に相当(Lunio、8,600万クリック)。[41]

ソフトウェア・IT業界のクリック単位の無効率はGoogle上では平均以下(6.5%);B2Bの問題はLinkedInとリードの質に集中しており、Google自体のクリック率にはあまり表れません [6][40]。 7



07・回収する方法 $aveMyBudget

申請:仕組みとその効果

Googleの無効なクリック調査 [2][5]

クリック日から60日間の遡及期間。
アカウント管理者がクリック品質フォームから申請;クリックID(GCLID)、IPア
ドレス、タイムスタンプ、キーワード、期間、できればサーバーログが必要で

す。

Googleが数営業日以内に審査し、後日の請求書に(現金ではなく)クレジットと
して反映します。

2025年の新機能:Google Adsの無効なアクティビティ・クレジットレポート
で、キャンペーンごとにクレジットされたクリックと支出を確認できます。[52]

却下される最も多い理由は証拠不足です。[5]

SaveMyBudgetはGoogleのフィルタリングの上に成り立っています。Googleのシステムが大半を捕
捉し、申請プロセスは残りの部分のために存在するもので、証拠の質が結果を左右します。

~5–10%
自己申請または異議申し立てクリックの
うち承認された割合(保護ベンダー2社の
経験による);承認された場合、請求額の
30〜50%が認められます。Googleの公
式データではありません。[5][53]

8–15%
あるクリック監査会社が完全なクリック

ログをもとに算出した、監査対象支出の
うち回収できた割合(同社の自社プレス
リリースによる;2025年分として￥158
億超の返金を主張)。[54]

5.3%
シニアマーケターのうち、無効トラ

フィック専用のプラットフォームを利用

している割合。ただし75.6%が月間予算
の5%超をそれで失っていると回答して
います。[55]

なし
— これまでに申請を行った広告主の割合
や成功率についての独立した調査は見つ
かりませんでした。Googleが事後クレ
ジット率を最後に公表したのは2007年
で、クリックの0.02%未満でした。[21]

証拠のギャップが成功のギャップ

各社が一致して言うのは、自己申請の申請の多くが証拠不足で失敗するというこ
と、そしてクリック単位のログに裏付けられた申請の方がうまくいく傾向があると

いうことです。Googleも同じ要件(クリックID、IP、タイムスタンプ、ログ)を求
めています。申請が通るかどうかを決めるのはGoogleです。[5][53][54]

承認率・回収率はベンダーによる報告であり、Googleの公式データではありません。クレジットは請求を修正するだけで、成果そのものは元に戻りません:アカウントに入り込んだボットは、すでに入札やレポートに影響を与えています
[31]。 8



08・比較 $aveMyBudget

無駄になっている予算 — 3つのビジネス比較

Eコマース(SHOPIFY D2C) 地域密着型サービス業 B2B SAASリード獲得

月間有料支出(モデル) ￥2,360,000 ￥788,000 ￥4,730,000

チャネル Google検索+ショッピング Google検索 LinkedInとGoogle検索を組み合わせたチャネル

出典のある無効率 7.0% [23][8] 12.5% [18] LinkedInでは無効率15.3%、Googleでは無効率3.9%となっています[40]

CPC中央値 ￥652 [25] ￥1,650 [32] ￥1,480 / ￥925 [42][25]

年間の無効なクリック(総額、ク
レジット適用前)

￥1,990,000 ￥1,180,000 ￥5,450,000

予算に占める無効分の割合(総
額)

7.0% 12.5% 9.6%

Google自身のクレジットで吸
収される分(推定、約60%)

≈ ￥1,180,000 ≈ ￥813,000 ≈ ￥662,000(Google分のみ)

請求されたまま、申請可能な可
能性がある額(年間)

≈ ￥804,000 ≈ ￥369,000 ≈ ￥441,000(Google分のみ)・LinkedInはこの試算の対象外です

見えないコスト Smart Biddingがボットのクリックで学
習;ROAS3.3倍で有効なクリックに置き換われば約
￥646万の売上

CPL￥20,300換算で本物の
リード約58件分の価格

月約25件の偽フォーム送信;フォローアップに担当者1人あたり年間約￥315万
(CHEQ試算)

￥118～552万
月間予算￥78.8～473万での年間の無効なクリック(Google自
身のクレジット適用前);そのうち約￥36.2～78.8万が請求され
たまま申請可能です。モデルは上記の通り。

￥189～236万
典型的な月間￥158万のGoogle Ads広告主が年間で失う額
(CHEQ);ClickCeaseのSME調査では月￥142～158万の支出
で￥236万超とされています。[56][38]

25%
中小企業のPPC予算全体のうち無駄になっている割合
(WordStream、2013年調査) — 無効なクリックは、より広い
効率問題の一部にすぎません。[57]

モデルは独自のものであり、含まれるすべての比率と価格には出典があります。支出額を変えれば数値は線形に変化します。 9



09・私たちの取り組み $aveMyBudget

監視・証明・申請 — 成功報酬制
SaveMyBudgetはGoogle自身の保護機能の上で機能します。すべての有料クリックを監視し、Googleの調査が求
める証拠を構築し、当社チームが審査のうえ申請を提出します。可否を決めるのはGoogleです。

1・監視

サイトに設置するタグ1つと、読み取り専用の
Google Ads連携。すべてのクリックを20以
上の検出ルールとネットワーク全体のインテ

リジェンスに照らしてスコアリングします —
あるアカウントで捕らえた不正行為者は、す

べてのアカウントでフラグが立ちます。

2・証明

クリックID、IPアドレス、デバイス、タイミ
ングパターンといったクリック単位の証拠

を、Googleのクリック品質フォームが求め
る形式にまとめ、実際の請求内容と照合しま
す。

3・申請

60日間の期間内に、当社チームが証拠を審査
し申請を提出します。Googleは通常数日以
内に回答します。Googleがクレジットを確
認した場合、その25%をいただきます。申請
が却下された場合、費用は一切かかりませ

ん。

25%
Googleが確認した各クレジットの25%。モニタリング、ダッシュボード、証拠収集、申請提出はすべて無料です。10ドル
未満は無料です。

返金をお約束するものではありません — Googleがすべて
の申請を審査し、そのフィルターはすでに無効なトラ

フィックの大半を捕捉しています。当社が変えるのは残り

の部分の証拠の質であり、自己申請の申請が失敗しやす

いのはまさにそこです。[5][53]

savemybudget.io

料金体系とプロセスはsavemybudget.io/pricingに掲載の内容(2026年9月時点)に基づきます。 10
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